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道 路 造成地 松 林　1 凹地貯留域
i 1面 積（m2） 1，500 ?? 24，000 13，000
有効流出面積（m2） 1，100 一 3，300 3，OOO 320，OOO
流 出　率（％） 73 ■ 14 23
飽和雨量（mm） 8 i 30 290以上　　　　＝ 60
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図15流出量一実測値と推定値
Discharge＿observed　and　cs仁inated。
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　一方，側溝崖面からの浸出量は地下水位から（5）式によって求まる．6．3で述べたよう
に，洪水後の減衰時においては松林からの流出は流域全体からの流出の約1／3程度と考えら
れるから，（5）で求めた値を3倍したものを流量推定値として実測値と比較した．結果は図
15に示すように，洪水時の一部を除いてかなりよく一致した．これは平坦地での流出の長期
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成分の大きな部分が，地表付近の幅1～数血程度の薄い，降水性のよい層の中の水平浸透に
よってよく説明されることを示している．
　6．5結　　　論
　防災セソター構内の平坦な自然林地で雨量，地下水位，流出量を観測し，また簡単な浸透
モデルにより浸透，浸出のシミュレーショソを行なって次の結果を得た．
　（1）平坦な白然林地では，雨水は土壌が飽和するまではほとんど全量が土中に浸透し，
　　　地下水面に達する．
　（2）地下水位はこの季節では通常地表下1m前後，不飽和土壌の有効空隙率は約0．1
　　　で，したがって土壌の飽和雨量は約100mmである．
　（3）地下水の流出は，土地の起伏によって生ずる水位勾配による土壌の表層中の水平浸
　　　透によってよく説明される．
7．　ま　と　め
　道路，造成地，未造成地などが混在する平地小流域からの流出特性を明らかにするため，
国立防災科学技術セソター構内において流量観測を行なった結果，次のような事が明らかと
なった．
　（1）流域を表面流出発生域と浸透域に分離すると，累加雨量が少ない場合は，道路など
流出率の大きい地表条件のところが表面流出発生域となるが，累加降雨量が増すにしたがっ
て・浸透域においても表面流出が発生し，表面流出発生域は累加降雨量の増加にともなって
拡大する・本観測では，降雨開始後3～8mmで仮設道路からの流出が起こり，累加雨量が
40mm前後になると造成地の窪地に湛水域ができ，そこから表面流出が発生する．さら
に・100mm前後になると流域各所の窪地貯留域からの流出も起こり始める．累加雨量が
300mm前後まで達するようになると，松林からも表面流出が発生するようになり，ほぼ流
域全体が表面流出の発生域となる．このような状態になると流出量も急増する．
　（2）総雨量が小さい問は，総流出率は小さいが，総雨量が大きくなると総流出率も大き
くなる．
　（3）　ピーク流量は累加雨量に強い影響を受ける．
　（4）平坦な小流域からの流出予測法として，流出現象からみて，道路，造成地，松林等
が同程度のオーダーで混在する小流域を対象とする場合，流域を同種の地表条件で分割し，
それぞれの区域からの流出を工種別飽和雨量とそれぞれの時定数を持った一次遅れ系で表わ
し，さらに，それらを一次結合するという一連の方法を用いた．この結果，比較的良い洪水
再現計算結果が得られた．
　（5）　（4）の方法で解析した結果，総雨量80mm以下の降雨に対して，流出量は累加雨
量が8mm，30mm，60mm前後に達する時点で，大きな増加を示すこと，また，ハィド
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ログラフを時定数で特徴付けると，6x1o■1（1／10min），5．45x1o’2（1／10min），5・3～6－o
×10－3（1／10min）の三つの時定数で代表される．
　（6）地下水位および浸出のシミュレーショソの結果，6・5に述べた結論を得た・
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